


ボディケア機器の選び方
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　 　 　 　  そ し て・・・本 当 に 痩 せ た い な ら 機 器 だ け で は ダ メ！

バランス命。食べなさすぎもNG
食事を抜く、糖質を全く摂らないなどといった過度なダイエットは、
代謝と体温の低下を招きます。低体温の体に施術をしても、効果は
出にくいもの。不足および過剰摂取している栄養素を把握してバ
ランスのよい食事を摂る必要があります。日々意識するのは大変で
すが、そこのサポートがエステティシャンに求められることでしょう。

結果を出すには
求める変化を明確
にするのが大切
筋肉を増やしたいなら刺
激作用、脂肪を落とした
いなら熱作用と、適する施
術はまったく違う。一概に
はいえないが男性は筋肉
増量、女性は脂肪減量を
目的にする場合が多い。

まずは痩せにくい状態から
脱することが重要
健康を意識して痩せたい年齢層にはラジオ波
の温熱作用で体質改善に導いてみては。特に
閉経後の女性は内臓脂肪が増えやすい傾向
があるので、やはりラジオ波がオススメ。

脂肪がどこについているかで
施術が変わる
皮下脂肪と内臓脂肪で対応する機器は異な
る。内臓脂肪の場合は、深部に到達するラジ
オ波で対処。皮下脂肪の場合は吸引・ローラー
でほぐして燃焼させる。

ピンポイントに攻めるときは、キャビテーションで脂肪分解を促し、EMSの筋肉運動で血中に溶けた脂肪を排出す
る組み合わせでより結果が期待できる。

でこぼこした分厚い脂肪を流すには、もみほぐしと温めのW施術。徹底的に柔らかくして燃焼させ、排出を促すのが
オススメ。

単体では効果が出にくい。
すべての機器は、その1種類の施術だけで効果を出せ
るものではありません。続けたとしてもお客様には満
足してもらいにくいでしょう。ポイントは“組み合わせ”。
結果出しのためには、お客様のモチベーションが続くよ
うに上手に励ましながら施術を続けていただき、複数

の施術を提案してコンビネーションによって効果を出
していくのです。見た目の明らかな変化を期待する場
合、特に部分痩せしたい場合は1種類の施術だけでは
難しいので、組み合わせが重要になってきます。

人によって効果のある機器が違う。
それぞれの機器はアプローチ方法も効果も
異なるもの。お客様が何を目的に来店して
いるのか、ということを汲み取って提案する
ことが大切です。どんな体になりたいと思っ
ているのか、筋肉をつけたいのか、痩せた

いのかなどの希望をしっかりと伺い、その方
の体質も考慮したうえで、目的に合う機器を
使う必要があります。体質改善を求めてい
る方であれば、高周波をオススメするなどし
て作戦を変えていくのもいいでしょう。

正しい知識で意識を変える
間違った情報に左右されないことも大切です。
例えば、糖質を全く摂らずにたんぱく質を摂って
も、筋肉ではなくエネルギーにまわるので非効
率的。プロテインは過剰に摂ると脂肪蓄積の原
因になる場合も。正しい知識を味方に！

「継続は力なり」と知るべし
食事制限は“継続”が大事なので、ストレスにな
らないよう無理強いはせず、一人ひとりに合う
提案をすることが重要です。お客様のマインド
セットを促し、フォローアップを続けていくこと
が好結果を出す秘訣です。
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代謝アップを図るには、脂肪にアプローチするラジオ波と筋肉に刺激を与えるEMSを併用する
と、全身にくまなく作用して効果的。
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